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一
九
八
九
年
十
一
月
十
七
日
、
多
く
の
労
働

者
・
労
働
組
合
、
民
主
団
体
、
県
民
か
ら
期
待

さ
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
「
愛
労
連
」(

愛
知
県

労
働
組
合
総
連
合)

が
県
下
の
た
た
か
う
労
働

組
合
の
総
結
集
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
利
雄
・
初
代
議
長
は

「
明
る
く
、
親

、

し
ま
れ
、
頼
り
に
な
る
、
そ
ん
な
愛
労
連
を
め

ざ
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明

「
愛
労
連
」
の

。

め
ざ
す
道
、
基
本
的
構
想
や
綱
領
・
規
約
は
、

討
論
の
な
か
で
一
〇
〇
を
超
え
る
補
強
意
見
が

だ
さ
れ
た
み
ん
な
の
知
恵
と
力
で
つ
く
り
だ
し

た
も
の
で
し
た
。
結
成
総
会
は

「
み
ん
な
で

、

決
め
て
、
み
ん
な
で
た
た
か
う
」
愛
労
連
を
大

き
く
、
の
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

・・・・

全全全全
労労労労
連連連連
をををを
結結結結
成成成成
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「
希
望
に
輝
く
未
来
の
た
め
に
、
い
ま
と
も

に
た
た
か
お
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
東 愛労連スタートは、新事務所で

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
・
マ
ド
ン
ナ
・
内
外
価
格
差
・

ホ
タ
ル
族
・
ふ
れ
あ
い
恐
怖
症
・
オ
バ
タ
リ
ア
ン

・
濡
れ
落
ち
葉
・
セ
ク
ハ
ラ
・
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
症

候
群
・
お
局
様
・
み
つ
ぐ
君

世世世世

相相相相

地
域
労
連
も
次
々
に
結
成

全
労
連
・
名
古
屋
中
地
域
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー

八
九
年
十
一
月

二
日

尾
張
中
部
地
区
労
働
組
合
総
連
合

八
九
年
十
一
月

五
日

千
種
・
名
東
地
域
労
働
組
合
総
連
合

八
九
年
十
一
月
十
二
日

名
古
屋
中
川
地
域
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー

八
九
年
十
一
月
十
五
日

守
山
地
域
労
働
組
合
連
合
会八

九
年
十
一
月
十
五
日

港
地
区
労
働
組
合
協
議
会(

定
期
大
会
で
加
盟)

八
九
年
十
一
月
十
六
日

一
宮
地
区
労
働
組
合
総
連
合八

九
年
十
一
月
二
五
日

全
労
連
愛
知
・
中
村
地
域
労
働
組
合
セ
ン
タ
ー

八
九
年
十
一
月
二
八
日

熱
田
区
労
働
組
合
会
議

八
九
年
十
二
月
十
四
日

名
古
屋
南
地
域
労
働
組
合
総
連
合

八
九
年
十
二
月
十
九
日
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知
の
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知
の
た

知
の
た

知
の
た
たたたた
か
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ロ

か
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ロ

か
う
ロ

か
う
ロ
ーーーー
カ
ル
セ

カ
ル
セ

カ
ル
セ

カ
ル
セ
ンンンン
タタタタ
ーーーー

熱
い
期
待
と
共
同
の
広
が
り
の
な
か
で

�
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�
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�
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�
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8 9年89年89年89年度度度度
1989.11.17～12月

、 。愛労連結成大会…21単産・単 組15地域が加盟
他に３組合７地域 がオブ加盟。73,000人を結集

京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
、
一
九
八
九
年
十
一
月

二
一
日
、
二
七
単
産
・
四
一
地
方
組
織
・
一
四

〇
万
人
の
組
合
員
が
結
集
し
、
た
た
か
う
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
全
国
労
働
組
合
総
連
合

(

全
労
連)

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
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万
労
働
者
の
内
の
七
割
近
く
が
未
組
織
状
態

で
す
。

こ
の
地
に
、
ま
じ
め
に
、
ま
と
も
に
た
た

か
う
労
働
者
の
根
性
と
労
働
組
合
の
存
在
を

示
し

「
親
し
ま
れ
、
頼
り
に
な
る
」
大
き

、

な
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
が

愛
労
連
結
成
の
意
義
と
役
割
で
し
た
。

、「

」

こ
の
と
き
私
た
ち
は

労
働
組
合
と
は

階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
は

ロ

「

」「

ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
役
割

「
連
合
の
『
進

」

路
と
役
割

、
規
約
・
運
動
方
針
「
地
方
連

』

」

合
会
の
結
成
に
つ
い
て

「
統
一
労
組
懇
の

」

『
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
の
展

望
と
骨
格

」
な
ど
に
つ
い
て
白
熱
し
た
討

』

議
を
積
み
重
ね
、
真
に
労
働
戦
線
統
一
の
母

体
と
な
り
う
る
組
合
員
が
主
人
公
の
新
し
い

綱
領
と
規
約
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
結
成

後
は
、
労
働
者
の
団
結
と
統
一
の
力
を
歪
め

資
本
の
手
先
、
悪
政
の
助
っ
人
と
な
る
「
連

」

、「

、

合

路
線
に
反
対
し

人
間
ら
し
く
生
き

歴
史
家
は
「
歴
史
は
創
造
的
少
数
者
に
よ

っ
て
拓
か
れ
る
」
と
い
い
ま
す
。

愛
労
連
結
成
十
年
余
の
歩
み
は
、
ま
さ
に

こ
の
栄
誉
を
担
っ
た
試
練
と
苦
闘
の
連
続
で

し
た
。
私
た
ち
は
、
労
戦
統
一
の
選
択
で
新

し
く
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
結
成
と

い
う
創
造
的
歴
史
的
事
業
に
い
ち
早
く
参
加

し
、
意
気
高
く
た
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
愛
知
は

「
ガ
メ
ツ
イ
哲
学
」
を
誇

、

り
、
人
間
カ
ン
バ
ン
方
式
と
い
う
非
人
間
的

な
労
働
を
強
制
し
、
金
儲
け
連

続
日
本
一
の
ト
ヨ
タ
を
中
心
に

大
企
業
と
「
連
合
」
派
勢
力
の

影
響
が
際
だ
っ
て
い
ま
す
。

長
時
間
残
業
日
本
一
、
労
働

災
害
、
過
労
死
、
不
当
労
働
行
為
が
あ
い
つ

ぐ
な
ど
『
労
働
者
地
獄
』
の
地
域
で
二
六
〇

愛労連・初代議長

さん井上 利雄

」「

」

働
く
た
め
に

職
場
と
暮
ら
し
に
憲
法
を

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
共
同
の
広
が
り
を
大

切
に
し
、
全
力
投
球
を
し
て
き
ま
し
た
。

い
ま
や
愛
労
連
は
、
働
く
も
の
の
切
実
な

要
求
実
現
と
希
望
に
輝
く
未
来
を
拓
く
団
結

と
統
一
の
砦
と
し
て
「
確
固
た
る
存
在
」
と

な
り

労
戦
統
一
で
の
私
た
ち
の
選
択
が

確

、

「

か
な
選
択
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い

ま
す
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、
資
本
の
横
暴

と
悪
政
に
立
ち
向
か
う
た
た
か

い
の
な
か
で
共
同
す
る
人
々
か

ら
『
愛
労
連
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
』
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
言
葉
は
「
頼
り
に
な
る
ロ

ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
愛
労
連
が
認
め

ら
れ
励
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
す
。

労
働
者
の
唯
一
の
社
会
的
力
は
団
結
と
統

一
し
て
た
た
か
う
「
多
数
の
力
」
で
す
。
労

働
組
合
の
組
織
率
が
低
く
、
多
く
の
人
々
が

未
組
織
状
態
に
あ
る
現
在
、
愛
労
連
が
『
大

き
な
数

『
大
き
な
力

『
大
き
な
影
響
力
』

』

』

を
も
つ
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い
っ
そ

う
輝
く
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
ご
奮
闘
を
期
待

し
ま
す
。

「

」

愛
知
の
労
働
運
動
に

確
固
た
る
存
在

「

親
し
ま
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
め
ざ
し
て


